
デ
ー
タ
活
用
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か
ら

特集
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《4》 

他
都
市
に
み
る
デ
ー
タ
活
用
の
取
組
事
例

１

神
戸
市
の
デ
ー
タ
活
用
の
取

組

⑴
概
要

平
成
28
年
12
月
、
情
報
の
円
滑

な
流
通
の
確
保
、
行
政
と
民
間
双

方
の
デ
ー
タ
活
用
に
よ
り
得
ら
れ

た
情
報
を
根
拠
と
す
る
施
策
の
企

画
立
案
等
、
官
民
連
携
し
た
デ
ー

タ
活
用
を
理
念
と
し
た
「
官
民

デ
ー
タ
活
用
推
進
基
本
法
」
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。神
戸
市
で
も「
神

戸
創
生
戦
略
」「
神
戸
２
０
２
０

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
の
蓄
積
・
公
開
を
推
進

し
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス
テ

ム
）や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
市
民
・

事
業
者
と
の
協
働
と
参
画
に
よ

り
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る
オ
ー

プ
ン
ガ
バ
メ
ン
ト
社
会
の
構
築
に

取
組
ん
で
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
ガ

バ
メ
ン
ト
社
会
で
は
、
市
民
と
行

政
が
デ
ー
タ
を
も
と
に
対
話
し
、

施
策
を
決
定
し
、
協
働
し
て
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
作
り
上
げ
る
こ
と
を

理
想
と
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
に

「
Ｉ
Ｔ
活
用
人
材
の
育
成
」「
デ
ー

タ
を
活
用
す
る
環
境
」「
市
民
・

産
学
官
と
の
連
携
」
の
３
つ
を
柱

に
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

⑵
デ
ー
タ
活
用
の
ス
テ
ッ
プ

理
想
的
な
「
デ
ー
タ
活
用
」
を

実
現
す
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
以
下
の
３
つ
を
設
定
し
ま
し

た
。Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
で
は
、
デ
ー
タ
活

用
の
意
義
を
職
員
に
理
解
さ
せ
、

個
別
業
務
レ
ベ
ル
で
必
要
な
情
報

を
い
つ
で
も
容
易
に
活
用
で
き
る

状
態
を
目
指
し
ま
す
。「
デ
ー
タ

ア
カ
デ
ミ
ー
」
な
ど
の
デ
ー
タ
活

用
研
修
を
通
し
た
デ
ー
タ
リ
テ
ラ

シ
ー
の
向
上
が
必
要
で
す
。
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ
２
で
は
、
個
別
業
務
で
作
成

し
た
デ
ー
タ
を
全
庁
横
断
的
に
活

用
で
き
る
状
態
を
目
指
し
ま
す
。

全
庁
共
用
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
等
の
デ
ー
タ

共
有
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
で
す
。
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３
で
は
、

デ
ー
タ
の
作
成
、
共
有
、
活
用
、

分
析
を
一
貫
し
た
業
務
フ
ロ
ー
に

落
と
し
込
み
、
他
部
署
や
民
間
企

業
の
デ
ー
タ
を
複
合
的
に
活
用
し

た
多
角
的
な
分
析
を
行
う
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。
神
戸
市
に
お
い
て

も
、
民
間
企
業
と
の
連
携
や
業
務

フ
ロ
ー
分
析
が
必
要
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

２

デ
ー
タ
ア
カ
デ
ミ
ー
・
Ｇ
Ｉ

Ｓ
ア
カ
デ
ミ
ー
に
よ
る
人
材

育
成

平
成
28
年
度
よ
り
、
デ
ー
タ
を

活
用
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
業
務

効
率
の
向
上
、
地
域
課
題
の
解
決

に
取
り
組
む
研
修
「
神
戸
市
デ
ー

タ
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

ま
ず
、
全
課
長
級
職
員
約
７
０

０
名
を
対
象
に
、
デ
ー
タ
活
用
に

関
す
る
重
要
性
や
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
の

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
次

に
現
場
の
実
務
担
当
者
で
あ
る

係
長
級
や
担
当
者
向
け
の
ワ
ー

執
筆中

川　

雅
也

神
戸
市
企
画
調
整
局
創
造
都
市
推
進
部
Ｉ

Ｃ
Ｔ
創
造
・
事
業
調
整
担
当

① 
神
戸
市
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の
取
組

図１　東灘区保育施設検索マップ
	 （https://arcg.is/1q4faG）
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ク
シ
ョ
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

デ
ー
タ
分
析
に
必
要
と
な
る
具
体

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
や
手
法
に
加
え

て
、
実
践
す
る
上
で
の
注
意
点
や

工
夫
点
な
ど
を
習
得
で
き
る
講
義

の
実
施
や
Ｐ
Ｃ
初
級
者
で
も
取
り

組
め
る
内
容
も
盛
り
込
む
な
ど
、

幅
広
い
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
に
対
応

で
き
る
レ
ベ
ル
別
の
内
容
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
理
情
報
を
メ

イ
ン
と
し
た
デ
ー
タ
利
活
用
方
法

の
習
得
や
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
た
業

務
改
善
の
検
討
を
行
う
Ｇ
Ｉ
Ｓ
ア

カ
デ
ミ
ー
を
３
か
月
に
１
回
程
度

行
っ
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
を
可
視

化
す
る
な
ど
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
基
礎
知

識
の
習
得
だ
け
で
な
く
、
地
図
で

伝
え
る
べ
き
主
題
の
設
定
方
法
や

Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
用
い
た
業
務
フ
ロ
ー
の

改
善
な
ど
も
盛
り
込
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
ア
カ
デ
ミ
ー
を
通

じ
て
、
デ
ー
タ
や
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
業
務

で
活
用
し
た
い
と
い
う
相
談
も
増

え
て
い
ま
す
。

⑴
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
事
例
（
学
童

保
育
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
所
管
部

署
で
は
、
学
童
保
育
の
利
用
状
況

を
実
際
の
利
用
申
請
に
基
づ
い
て

把
握
し
て
い
た
た
め
、
利
用
者
の

増
加
へ
の
対
応
が
後
手
に
回
り
が

ち
で
し
た
。
そ
こ
で
、
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
と
し
て
公
開
し
て
い
る
住

民
基
本
台
帳
登
録
人
口
の
情
報
を

利
用
し
、
小
学
校
区
ご
と
の
年
齢

別
人
口
デ
ー
タ
を
地
図
上
に
可
視

化
す
る
こ
と
で
翌
年
度
に
利
用
者

が
増
え
そ
う
な
地
域
の
特
定
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
地

図
に
手
書
き
で
色
を
塗
っ
て
利
用

者
の
多
い
地
域
を
可
視
化
し
て
い

ま
し
た
が
、
併
せ
て
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
移

行
す
る
こ
と
で
、
更
新
や
課
内
で

の
共
有
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。

⑵
相
談
事
例
（
保
育
施
設
）

「
保
育
所
に
空
き
が
あ
る
か
」

「
何
時
か
ら
何
時
ま
で
開
い
て
い

る
か
」「
自
宅
か
ら
の
距
離
は
ど

の
く
ら
い
か
」
な
ど
、
保
育
所
を

探
す
際
に
必
要
な
情
報
を
誰
に
で

も
分
か
り
や
す
く
提
供
す
る
た

め
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
た
い
と
い

う
、
区
役
所
か
ら
の
要
望
に
応
じ

て
「
保
育
施
設
検
索
マ
ッ
プ
」
を

作
成
し
ま
し
た
。
導
入
済
み
の

市
民
公
開
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（A

rcgis 
O

nline

）
の
標
準
機
能
を
活
用
し

た
た
め
、
追
加
費
用
な
し
で
構
築

で
き
ま
し
た
。（
図
１
）

３

デ
ー
タ
活
用
の
環
境
づ
く
り

⑴
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ル

平
成
28
年
４
月
よ
り
Ｃ
Ｋ
Ａ

Ｎ
（
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
の
デ
ー
タ

ポ
ー
タ
ル
ソ
フ
ト
）
を
ベ
ー
ス
と

し
た
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ル

を
公
開
し
、市
が
保
有
す
る
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
記
録
写
真
、
マ
ラ

ソ
ン
走
行
デ
ー
タ
な
ど
１
４
７

デ
ー
タ
セ
ッ
ト
、
８
１
１
フ
ァ
イ

ル
（
平
成
29
年
12
月
末
時
点
）
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。サ
イ
ト
で
は
、

「
子
育
て
・
教
育
」「
交
通
」
な
ど

分
野
別
や
キ
ー
ワ
ー
ド
別
に
検
索

で
き
る
ほ
か
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
参
考
事
例
も
掲
載
し

て
お
り
、
活
用
推
進
を
図
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
公

開
状
況
や
ア
ク
セ
ス
数
等
は
、
グ

ラ
フ
化
し
て
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
と

し
て
公
開
し
て
お
り
、
各
局
の
進

捗
状
況
を
一
覧
化
し
、
取
組
の
推

進
を
図
っ
て
い
ま
す
。（
図
２
）

⑵
Ｇ
Ｉ
Ｓ

神
戸
市
で
は
、
平
成
27
年
度
よ

り
、
庁
内
で
各
部
局
が
保
有
す
る

地
理
情
報
を
部
局
横
断
的
に
共
有

し
政
策
検
討
に
活
用
す
る
た
め
の

庁
内
共
用
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
、
地
理
情

報
を
分
か
り
や
す
く
市
民
・
事
業

者
等
に
提
供
す
る
市
民
公
開
型
Ｇ

Ｉ
Ｓ
の
二
つ
を
運
用
し
て
い
ま

す
。
単
な
る
地
図
上
で
の
視
覚
化

ツ
ー
ル
と
し
て
で
は
な
く
、
デ
ー

タ
作
成
、「
位
置
」
に
基
づ
い
た

情
報
の
整
理
統
合
及
び
検
索
・
分

析
、
情
報
の
共
有
と
視
覚
的
な
伝

達
な
ど
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
意

思
決
定
を
支
援
す
る
た
め
の
基
盤

と
し
て
活
用
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

⑶
デ
ー
タ
基
盤
シ
ス
テ
ム

図２　オープンデータダッシュボード
	 （https://data.city.kobe.lg.jp/dashboard/index.html）
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平
成
29
年
４
月
、
本
市
は
、
イ

ベ
ン
ト
集
約
サ
イ
ト
「K

O
BE 

T
oday

」（
図
３
（
左
））
を
公
開

し
、
市
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
情

報
の
提
供
を
開
始
し
た
。
従
来
の

神
戸
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ベ
ン

ト
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
に
比
べ
、
写

真
や
開
催
場
所
の
地
図
、
詳
細

な
内
容
な
ど
多
く
の
情
報
を
提
供

し
、閲
覧
数
も
約
６
、０
０
０
ペ
ー

ジ
／
月
か
ら
約
４
万
７
、０
０
０

ペ
ー
ジ 

／
月
（
平
成
29
年
12
月
）

へ
と
増
加
し
ま
し
た
。
情
報
の
管

理
・
入
力
、K

O
BE T

oday

へ

の
情
報
連
携
の
た
め
に
デ
ー
タ
基

盤
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
所
属
職
員
が
ウ
ェ

ブ
上
で
直
接
入
力
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
情
報
は
、
自
動
的
に
集
約
さ

れ
ほ
ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
更
新

が
行
わ
れ
る
た
め
、
常
に
ニ
ー

ズ
の
高
い
情
報
を
提
供
で
き
ま

す
。
ま
た
、
掲
載
情
報
は
Ａ
Ｐ

Ｉ
（A

pplication Program
ing 

Interface

）
を
通
じ
て
、
ス
マ
ホ

ア
プ
リ
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
の

開
発
者
向
け
に
自
動
的
に
取
得
し

や
す
い
方
式
で
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。今
後
、

イ
ベ
ン
ト
情
報
だ
け
で
な
く
、
施

設
情
報
な
ど
の
提
供
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
通
し

て
市
民
公
開
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
連
携

し
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
マ
ッ
プ
（
図

３
（
右
））
も
併
せ
て
提
供
し
て

い
ま
す
。
デ
ー
タ
基
盤
で
は
、
取

得
し
た
い
情
報
の
条
件
を
Ｕ
Ｒ
Ｌ

で
送
る
こ
と
で
デ
ー
タ
を
取
得
で

き
る
仕
組
み
（SPA

RQ
L

エ
ン

ド
ポ
イ
ン
ト
）
を
実
装
し
て
い
る

た
め
、市
民
公
開
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（A

rc 
gis O

nline

）の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
の
デ
ー

タ
を
自
動
的
に
読
み
込
ん
で
地
図

上
に
表
示
す
る
機
能
を
利
用
し
、

マ
ッ
プ
が
自
動
的
に
更
新
さ
れ
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
デ
ー
タ
の
出
力
と
入
力
の
標

準
化
に
よ
り
、
開
発
コ
ス
ト
や
工

数
を
抑
え
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。

⑷
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
利
用
規
約

デ
ー
タ
を
活
用
す
る
環
境
づ
く

り
に
お
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
面
だ

け
で
は
な
く
ル
ー
ル
面
で
の
対
応

も
必
要
と
な
り
ま
す
。

神
戸
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
利
用

規
約
は
政
府
標
準
利
用
規
約
を

ベ
ー
ス
に
、「
掲
載
さ
れ
て
い
る

情
報
は
原
則
す
べ
て
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
と
す
る
」と
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
し
て
提
供
す

る
際
の
リ
ス
ク
は
、
行
政
が
こ
れ

ま
で
の
よ
う
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

デ
ー
タ
を
公
開
す
る
場
合
と
大
差

が
な
く
、
む
し
ろ
責
任
範
囲
を
明

確
化
す
る
こ
と
で
リ
ス
ク
を
下
げ

る
部
分
も
あ
る
こ
と
を
法
律
の
専

門
家
や
デ
ー
タ
利
活
用
の
専
門
家

な
ど
の
有
識
者
に
よ
る
「
神
戸
市

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
推
進
会
議
」
で

の
議
論
を
踏
ま
え
て
規
約
改
定
に

踏
み
切
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
リ
ス
ク
判
断
な
ど
、
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
化
す
る
際
に
検
討
す
べ

き
項
目
を
減
ら
す
こ
と
で
、
職
員

へ
の
負
荷
の
低
減
を
図
っ
て
い
ま

す
。

４

産
学
官
の
連
携

⑴
先
進
企
業
と
の
連
携

企
業
と
連
携
し
た
デ
ー
タ
活
用

の
取
組
も
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
４
月
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
と
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
及
び
デ
ー
タ
活
用

に
関
す
る
事
業
連
携
協
定
」
を
締

結
し
、
Ｂ
Ｌ
Ｅ
タ
グ
（
発
信
器
）

か
ら
の
情
報
を
市
民
や
協
力
事
業

者
の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
検
知
し
、

家
族
が
子
ど
も
の
位
置
情
報
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
確
認
す
る
「
神

戸
市
ド
コ
モ
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
の

実
証
事
業
」
を
行
い
、
そ
れ
を
踏

ま
た
サ
ー
ビ
ス
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

が
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
30
年
４
月
に
は
ヤ

フ
ー
株
式
会
社
と
「
デ
ー
タ
ド
リ

ブ
ン
な
市
政
課
題
解
決
に
関
す
る

事
業
連
携
協
定
」
を
締
結
し
、
都

心
・
三
宮
の
再
整
備
の
効
果
の
可

視
化
や
救
急
車
稼
働
状
況
の
現

状
分
析
な
ど
、
神
戸
市
が
持
つ

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
や
統
計
デ
ー
タ

と
、
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
持
つ
検

図３	（左）KOBE		Today	（https://data.city.kobe.lg.jp/eventdata/）
	 （右）同	マップ版	 （http://arcg.is/2wLcjc7）
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索
デ
ー
タ
な
ど
の
マ
ル
チ
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
掛
け
合
わ
せ
、
新
た
な

市
政
課
題
の
発
見
・
分
析
を
協
働

し
て
行
う
予
定
で
す
。

⑵
震
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

兵
庫
県
立
大
学
の
協
力
の
も

と
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
た
「
震

災
伝
承
マ
ッ
プ
」（
図
４
（
右
））

を
作
成
す
る
取
組
を
開
始
し
ま

し
た
。
平
成
30
年
１
月
に
は
、

震
災
経
験
者
が
保
有
す
る
震
災

に
関
す
る
映
像
・
画
像
・
当
時

の
資
料
等
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
同
大
学
生
が
聞
き
、
テ
キ

ス
ト
に
ま
と
め
て
本
市
の
Ｇ
Ｉ

Ｓ
上
に
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
公
開

す
る
な
ど
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
デ
ー

タ
入
力
を
通
し
て
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
神
戸
の
被
害
・
復
興
状

況
の
過
程
や
教
訓
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
後
世
の
人
が
自
ら
学
べ
る

仕
組
み
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
ま
し
た
。（
図
４（
左
））

ま
た
、
本
市
の
持
つ
仮
設
住
宅

の
資
料
を
マ
ッ
プ
化
す
る
作
業

も
同
大
学
院
生
が
並
行
し
て
行

い
ま
し
た
。
学
生
や
大
学
と
行

政
が
協
働
し
、
市
民
（
震
災
経
験

者
）
の
持
つ
デ
ー
タ
と
行
政
の
持

つ
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
同
じ
Ｇ

Ｉ
Ｓ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
に

と
も
に
作
り
上
げ
て
い
く
新
し

い
形
の
協
働
の
事
例
と
な
り
ま

し
た
。

⑶
総
務
省
実
証

総
務
省
の
「
地
域
に
お
け
る

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
利
活
用
の
推
進
に

関
す
る
実
証
事
業
」
に
協
力
し
、

高
齢
者
福
祉
の
分
野
に
お
い
て
、

Ｇ
Ｉ
Ｓ
及
び
デ
ー
タ
利
活
用
に
係

る
ス
キ
ル
向
上
の
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
高
齢
者
の
孤
立

防
止
の
た
め
に
地
域
や
社
会
と
の

つ
な
が
り
づ
く
り
が
で
き
る
「
居

場
所
づ
く
り
」の
取
組
に
お
い
て
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
や
あ
ん

し
ん
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
高
齢

者
の
介
護
や
見
守
り
な
ど
に
関
す

る
総
合
相
談
窓
口
）の
職
員
な
ど
、

業
務
に
関
係
す
る
民
間
の
方
と
市

職
員
を
交
え
て
、
個
人
情
報
に
も

配
慮
し
つ
つ
、
デ
ー
タ
活
用
を
前

提
と
し
た
業
務
フ
ロ
ー
の
改
善
を

行
い
ま
す
。

５

今
後
の
展
望

デ
ー
タ
活
用
の
た
め
に
は
、
職

員
だ
け
で
は
な
く
民
間
企
業
や
市

民
を
含
め
た
「
人
」
と
の
連
携
、

デ
ー
タ
を
共
有
し
活
用
す
る
た
め

の
「
情
報
シ
ス
テ
ム
」、
そ
し
て

何
よ
り
そ
れ
ら
を
適
切
に
管
理
運

営
す
る
「
仕
組
み
」
を
考
え
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
前
述
の
震
災

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
震
災
経

験
者
や
学
生
な
ど
の
「
人
」
と
Ｇ

Ｉ
Ｓ
と
い
う
「
情
報
シ
ス
テ
ム
」

を
結
び
付
け
、
震
災
伝
承
マ
ッ
プ

を
市
民
と
行
政
が
と
も
に
作
り
上

げ
る
事
例
が
で
き
ま
し
た
が
、
こ

う
い
っ
た
取
組
を
「
仕
組
み
」
化

し
て
、
継
続
・
横
展
開
し
て
い
く

こ
と
で
、
行
政
に
市
民
が
参
画
し

て
課
題
解
決
す
る
こ
と
が
当
然
な

社
会
、
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
メ
ン
ト
社

会
の
実
現
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

図４	（左）兵庫県立大学生とのワークショップ風景
	 （右）作成した震災伝承マップ




